
    保坂栄次議員に対する議員辞職勧告決議 

 

 我々議員は，市民の厳粛な信託を受けた市民全体の奉仕者として，その人格と倫理

の向上に努め，誠実かつ公正に職務を行わなければならない。 

 こうした立場や職責があるにもかかわらず，保坂栄次議員は，ＳＮＳ上に特定の者

への誹謗中傷と取れる内容を掲載した行為について，倫理委員会において，自らの投

稿の不適切性を認め，謝罪を含む対応を行う旨を述べたにもかかわらず，その後，弁

明内容を変えつつ謝罪を履行せず，倫理委員会の答申に基づき議長が決定した議場で

の謝罪文の読み上げやＳＮＳ上での謝罪投稿等を内容とする措置にも応じていない。 

 本市議会は，この状況を重く受け止め，令和７年６月，９月，１２月，令和８年３

月，６月の定例会において５度にわたり，自らの意思による議員辞職を求める決議を

議決してきたところである。 

 しかしながら，当該議員は，議長が決定した措置に対して誠実に応じる姿勢を示さ

ないまま議員活動を続けており，議会及び倫理委員会の意思を軽んじる態度を継続し

ている。 

 我々議員には，市民の信頼の下で議会の品位を保持し，自らの言動に責任を負う姿

勢が求められるが，当該議員は，議長が決定した謝罪等の措置の趣旨に正面から向き

合うこともなく，５度にわたる決議の趣旨を踏まえず，自主的な辞職に至っていない

現状に鑑みれば，市民の信頼に応える議員としての適格性が欠如していると言わざる

を得ない。 

 よって，本市議会は，保坂栄次議員に対し，自らの意思により，即刻議員を辞職す

るよう改めて強く勧告する。 

 以上，宇都宮市議会として，保坂栄次議員の議員辞職勧告を決議する。 

 

 令和８年８月２７日 

        宇 都 宮 市 議 会 


